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学会 トピ ッ クス

平成 21年度 （2009年度）血液 ・ 輸血関連学会印象記

浅　井　隆　善

静 岡県赤十字 血液 セ ン ター

　今年度 の Hematology に 関す る 学会 は ， 主 に 国内

1件 ， 海 外 1件で あ っ た．

　国 内学会 は，平 成 21 年度 （2009 年 度）の 第 71 回

日本血液学 会学術 集会が 2009年 10 月 23〜25 日 に 京

都国際会議場 に 於 い て ， 京都大学 の 中畑龍俊教授 の 会

長の も と に 開催 さ れ た．海外か らの高名 な研究者 に よ

る 特別講 演 が 4題 ， 各 領域 の 権威 に よ る 教育 講 演 が

36題 ， 最新 の テ ーマ に つ い て の シ ン ポジ ウ ム が 12題

設 け ら れ ，特 に iPS 細胞 に 関 し て は会長 シ ン ポ ジ ウ

ム と し て ， 中畑会長 と山中伸弥教授 と の座長で 活発 に

議論 さ れ た ．
一

般演題 は ， 口頭発表 426題 ， ポ ス タ
ー

発表 724題 で ， ア フ ェ レ シ ス 関連 で は ， 末梢血幹細胞

移植や血漿 交換療法 が 発表 さ れ て い た が ，造 血幹細胞

移植 で は
， 臍帯血移植 の 発表が 増 え て い る傾向が 見 ら

れ た ．国際学会 は，第 51 回米 国 血 液学会 （ASH ） が ，

2eo9．年 12 月 5〜8 日に ニ ュ
ーオ ーリ ン ズ で 開催 さ れ

た が，筆者 は 参加 で き な か っ た ．

　 次 に ， Transfusion　Medicineに関す る国 内外 の 今

年度 に お ける主な学会は 次 の 如 くで あ っ た ．先 ず ， 平

成 21 年度 （2009年度）の 第 57 回 日本輸血 ・細胞治

療学会学術集会 が 2009年 5 月 28〜 30 日 に大宮ソ ニ ッ

ク シ テ ィ に於 い て ， 埼玉 医科大学輸血 ・細胞治療部の

前田平生教授 に よ る 会長 の も と に 開催 さ れ た 。村上記

念賞講演，特別講 演 3題，教育講演 8題 ， シ ン ポ ジ ウ

ム 6 題 ，
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 3 題 ， ワーク シ ョ ッ

プ 4 題 ， 輸血 問題特別部会 ， 市民公開講座 ， ラ ン チ ョ

ン セ ミ ナ ー 6題 に 加 え ，

一般演題 で は
，

口 頭発 表 94

題 ， ポ ス タ ー
発表 121題が 発表 さ れ て い た ．ア フ ェ レ

シ ス関連 で は ， 末梢血 幹細胞移植 や 血漿交換 療法 を中

心 に 発表され て お り， 細胞 治 療 10題 ， 造血 幹細 胞移

植 18題 ， 血 小板輸血 13題等 々 で あ っ た ．

　 次に ， 日本輸血 ・細胞治療学会 の秋季 シ ン ポジ ウ ム

は，最近数年間 の 血液事業学会 お よ び大学病院輸血部

会 議 と の 合 同 開催 に 加 え て ， 平 成 21 年 度 （2009年

度） は ， さ らに 国際輸血学会 の ア ジ ア 部会 が我 が国 で

開催 され る こ と に な り，国際 ・
国内 4 つ の 学会や会議

が合同 で 名古屋 市に て 開催す る こ と に な っ た ．国際輸

血学会は愛知 医科大輸血部の 高本滋教授が ， 秋季シ ン

ポ ジ ウ ム は筆者が ， そ し て ， 血液事業学会 総会長は ，

神 谷忠愛知 県赤十字血液 セ ン タ
ー

名誉 所長 が 会長 と な

り， 輸血会議議長 の 浜松 医科大学輸壇1部竹下明裕部長

と の 合同で 2009年 11 月 14〜18 日 に 開催 さ れ た ．初

日の 14 日 は Japanese　day と し て 日本語で 輸血 に 関

す る我が 国特有 の 問題 を討議 し た が ， 15 日 か ら は 全

て 英語で 国際的 な輸血問題 に つ い て 発表討議 した．国

際輸血学会会長 の Erhard 教授 を筆頭 に 海外 の 参加 者

450名 に 加 え て ， 国内学会会員 か ら 1，150名が 参加 し，

企 業関係者 の 参加 も含め る と約 1，900名 が集 っ た （写

真 1， 2＞．我が 国に お け る研究者か らも ， iPS 細胞等

の 再 生 医 療 ，ADAMTS 　13，輸 血 後 GVHD ，
　 HIT

等 々 最先端 の輸血 医学や細胞 治療 に 関す る発 表や教育

講 演 が プ ロ グ ラ ム に 盛 り込 ま れ ， 我 が 国に 於 ける輸血

細胞治療 に お け る レ ベ ル の 高さ に賞賛 の 声が あ っ た．
一般演題 で は ， 造血幹細胞採取や 移植 ， 再生 医療に 関

す る発表が見られ たが ， 洗浄血小板の効果に つ い て の

発表 も見 ら れ た ．懇親会 の GALA −dinnerは
， 琴 の 演

奏で 静か に始ま っ た が ，最後に は地 元名古屋市民 の 太

閤連に よ る阿波踊 りで 大 い に盛 り上 が っ た ．前年か ら

の世界不況 の た め に海外か らの 参加が危ぶ ま れ ， 企業

か らの援助 も例年 に な く厳 しい 状況 で あ っ た が
， 関係

者の努力 に よ り予想以上 の 成果が得 られ ， 国 際交流の

良い 機会 に な っ た ．

　 因 み に ， 今 年 の 米 国血液 銀 行 協 会 年次総 会 （2009

AABB ） は 2009年 10 月 24〜27 日 に ニ ュ
ーオ ーリ ン

ズ で 開催 さ れ たが ， 不況 の 影響 で 参加者が少 な く，

GALA −dinnerが 中止 さ れ た と の こ と で あ っ た ．
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写 真 2　国際 輸血学 会ア ジ ア部 会 ，日本 輸 血 ・細 胞 治 療 学会 秋

　 　 　 季 シ ン ポ ジ ウ ム 合 同学 術 集会 開会 式の 様 子

写真 1　 国 際輸 血学 会 ア ジ ア 部会，日本 輸 血 ・細 胞 治 療 学 会 秋

　　　 季 シ ンポ ジ ウ ム 合 同学術 集 会受 付

　今年度最後の 血液 ・輸 血 関連学会 と し て ， 平 成 22

年 （2010年）2 月 26〜27 日 に は ， 倉敷市で 川 崎医科

大 学胸部心臓血管外科 の 種本和雄教 授の 会長 に よ る第

23 回 日本 自己血輸血学会が 開催 さ れ た．今 年 は各診

療科 に よ る術 前 ・術 中，ま た は 回収式 自己 血 輸血 の 成

績発表 と と もに，昨年か ら開始 さ れ た 学会認定自己血

看護師制度に 関す る話題 も注 目を集め た ．

　以 上 ， 今年度の 各学 会 で は ， 血液学関連で TTP の

血漿交換療法や ， TMA に対す る治療の 機序が明 らか

に さ れ つ つ あ り， ドナ ーア フ ェ レ シ ス 関連 に お い て も，

洗浄血小板の 製造や ，再 生医療の た め の 細胞 採取 等 々 ，

目的 が 細分 化 さ れ る傾 向が 見受 け られ た ．
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